
























































留学生 200名 回収 (150名､ 75 0％)
大学外クラブ 150名 回収 (100名､ 66 7％)
運動部 110名 回収 (100名､ 90 9％)



















③留学生は､ 運動部20％､ 文化部10％､ 無所属70％｡ 留学生






















②大学運動部は､ 非常にきつい40％､ かなりきつい40％､ 計
80％｡
図５ 運動・スポーツの重要度
①留学生 (64％)・無所属 (62％) の学生が､ 運動・スポ－
ツの重要性を認めている｡
図６ 運動・スポーツ (行動意図)

















































①留学生 (27％)・無所属 (25％) の学生が､ ｢運動・スポ－
ツの話題をする仲間がいない｣ と回答している｡
図12 一緒に運動・スポーツする仲間の有無




①留学生 (52％)・無所属 (40％) の学生が､ ｢運動・スポ－
ツすることを励ましてくれる人がいない｣ と回答している｡
図14 学生生活感 (留学生)











































①バリア感以外の､ 調査項目 (実施タイプ､ 参
加タイプ､ 重要度､ 行動意図､ 学生生活感)
に対する回答において均等化 (バラツキ) 傾
向が認められた｡ この均等化 (バラツキ) 傾
向は､ 無所属者 (日本人) も同じであった｡
結果､ 今回の調査では､ ｢バリア感｣ 以外で


























の結果である｡ しかし､ バリア (非常にあて










































しかしながら､ ｢大学運動部｣ の衰退は､ さび














１) ｢部活動イメージは異なり～ (略) ～拘束




本田勝義､ 橋本公雄､ 本田由紀子､ 2003年､
第15巻第１号､ 九州スポーツ心理学研究､ 47‒48















ある｣､ 筒井清次郎､ 杉原隆､ 加賀秀夫､ 石
























































９) 出雲輝彦､ 木幡日出男､ 川北準人らは､ 出




















動｣､ 2002年､ 体育学研究第47､  427‒437
⑤内海和雄､ 2001年､ 部活動改革､ 不昧堂出版
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